
令和３年産米生産のポイントは
①中干し ②穂肥 ③水管理

令和２年産米の品質低下の要因

①７月の日照不足・長雨による茎質低下、後期栄養不足による登熟不良
②早期倒伏による登熟不良

令和３年産米の品質向上に向け、特に実施してもらいたい技術

長岡地域農業振興協議会新潟米振興部会（事務局：長岡地域振興局農林振興部）

令和２年産の品質は、前年度

より回復したものの、１等級比

率は目標に届きませんでした。

令和２年産コシヒカリの品質

目標90%
コシヒカリの格落ち理由（長岡地域）

順位 格落ち理由 
割合 
（％） 

１ 除青未熟 49.8 

２ 背白 24.2 

３ 心白 17.3 

コシヒカリの１等級比率の推移

適期中干しと溝切りの実施

•移植後25日に茎数を確認し、遅くとも移植後30日までに中干し開始。
•溝切りは必ず行い、必要により手直しも行う。

後期栄養の維持（穂肥、追肥）

•２回目の穂肥は確実に施用する。（基肥一発の場合も葉色が低下したら追肥）

•分施・基肥一発ともに、高温が予想され、２回目穂肥施用後に葉色が淡い場合は
追加穂肥を施用する。

こまめな水管理
•フェーンによる異常高温時は、地域の水利条件に応じて、地温を下げるための水
管理を行う。

•登熟期間は飽水管理を徹底し、落水は出穂期25日以降とする。
•出穂期25日以降も高温が続くときは、できる限り遅くまでかん水を継続して
土壌水分を保つ。
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異常気象への対応方向

適期作業実施のための作付計画

• 機械・施設能力に応じた品種作付けを行いましょう。

• 出穂時にフェーンに遭遇するリスクを分散する（複数品種の栽培、は種・移植時期の分散、直は栽培
等の取り入れ）ことを検討しましょう。

セーフティネットの活用促進

• 収入保険に加入し、品質・収量低下などに備えましょう。

土づくり

• ケイ酸を含む土づくり資材や、堆肥を施用しましょう。

• 下層土から水とケイ酸を吸収しやすくするため耕深15㎝を確保しましょう。

• 稲わらの秋すき込みで、地力の向上と物理性（保水力）の改善を図りましょう。

初期生育促進と良質茎確保

• 稚苗は20日間程度の育苗日数となるよう、田植え時期に合わせた適期は種を行いましょう。

• コシヒカリは平坦部で平温年の出穂期が８月５日以降となるようは種を行いましょう。

適期中干しによる適正な生育量確保と倒伏防止

• 本格的な梅雨前に地固めを行いましょう。田植え後25日に茎数を確認し、目標穂数の70％を確保し
たら（遅くとも移植後30日までに）中干しを開始しましょう。

• 溝切りを必ず行いましょう。

生育診断に基づいた後期栄養の確保と水管理

• １回目の穂肥は、生育診断に基づいて施用しましょう。

• ２回目の穂肥は、確実に施用しましょう。
基肥一発肥料を使用したほ場も、葉色が低下した
場合は、追肥しましょう。

• 登熟期間は飽水管理を徹底し地力窒素の吸収を
促しましょう。

• 落水期は出穂期25日後以降としましょう。

適期収穫と適正乾燥・調製の徹底

• 出穂後の気温経過と気象庁が発表する１か月予報
等を参考にして８月中旬頃までに計画を立てましょう。

• もみの黄化率を確認して適期に収穫しましょう。

・高温が予想され、２回目の穂肥施用後も
葉色が低下した場合は、追肥を実施する。
（基肥一発肥料を用いた栽培の場合も同様）
・夜間の温度を下げるための水管理を、地域
の水利条件に応じて行う。
・可能な限り遅くまでかん水を継続する。

異常高温時

・早めに収穫を始め、刈遅れによる品質低下
を防止する。
・乾燥速度を落として胴割粒の発生を軽減
する。

規
模
の
適
正
化
、
リ
ス
ク
分
散

技
術
対
策

水稲の生育等については、長岡農業普及指導センターのホームページ（https://www.pref.niigata.lg.jp/site/fukyu-top/）を
ご覧ください。

異常高温時


